
令和８年度第２回教育研究評議会議事要旨 

 

○日 時  令和８年５月２８日（木）１０時４０分開会、１１時４０分閉会 

○場 所  事務局第１・２会議室、各校会議室 

○出 欠  別紙のとおり 

 

○議 題 

１ 国立大学法人北海道教育大学教員人事規則第３４条に関する事案について 

学長から、令和８年３月２６日開催の教育研究評議会で決定した審査説明書を本

人に交付した後、陳述請求書等が提出された旨の説明があった。   

続いて、審理委員会委員長から、回収資料２-１～２-６に基づき、被審査者及び

参考人による陳述内容について説明があり、審理委員会の審理結果について報告が

あった。  

その後、学長から処分内容について原案の提示があり、審議の結果、評議員の総

意をもって原案のとおり被審査者を停職１か月の懲戒処分とすることを決定し、５

月２８日付けで懲戒処分書を本人に交付することとした。  

なお、学長から、懲戒処分の種類及び量定の審議にあたっては、国立大学法人北

海道教育大学職員の審査等の手続に関する規則第８条の定めに基づき、「懲戒処分

標準例」を踏まえ、個々の事案の内容に応じて総合的に判断するものである旨の説

明があり、これを確認した。  

審議決定の後、学長より、服務規律の確保等について注意喚起があった。 

 

２ 第４期中期目標期間４年目終了時評価について 

海老名理事から、資料３-１～３-５に基づき、第４期中期目標期間４年目終了時

評価の受審にあたり、評価資料となる各調査表について説明があり、協議の結果、

原案どおり了承され、学内手続きを進めることとした。 

 

 

以  上

  


